
 

 

【留萌・小平区域】 

北海道指定管理鳥獣捕獲等事業実施計画（ニホンジカ） 

(令和 5 年 11 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日まで) 

 

１ 背景及び目的 

エゾシカによる被害を防止するため、個体数の削減に取り組んできた結果、生息数

は平成 23 年度の約 77 万頭から減少傾向にあったが、近年、全道で再び増加に転じて

おり、令和 4 年度は約 72 万頭と推定される。また、農林業被害は令和 3年度に 45 億

円となり依然として高水準にあるほか、採食や踏み付け撹乱による表土流出や生態系

への影響も懸念されている。 

さらに近年では、捕獲圧の高まりにより、鳥獣保護区などにエゾシカが逃げ込むな

ど捕獲困難な状況が見られる。 

このため、鳥獣保護区や自然公園など、市町村等による捕獲が困難な箇所において、

道が計画的にエゾシカの捕獲を実施する。 

 

２ 対象鳥獣の種類 

ニホンジカ（エゾシカ） 

 

３ 指定管理鳥獣捕獲等事業の実施期間 

実施区域名 実施期間 

留萌・小平

区域 

令和 5 年 10 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日 

（うち、捕獲作業を行う期間） 

令和 5 年 11 月 1 日～令和 6 年 3 月 15 日 

 

４ 指定管理鳥獣捕獲等事業の実施区域 

実施区域名 住所等 選定理由 他法令等 

留萌・小平

区域 

小平町 

大椴・花岡 

留萌地域では、日本海側気候の影響により冬

季に多雪となりやすいため、主に銃猟によりエゾ

シカの捕獲が実施されている。 

一方、小平町沿岸の国道斜面では冬季の１日

に 300 頭以上のエゾシカが目撃されているが、銃

猟が難しい地形であるため、町による捕獲の実施

が進んでいないことから、銃器の使用が困難な時

間帯や場所においても効率的に捕獲し有効活用

するため、わなによる捕獲を推進していく必要が

ある 

このことから、冬季にエゾシカが集中する当地

において、わなを使った捕獲手法を実践し、多雪

地域におけるエゾシカの効果的捕獲技術を確立

する。 

 



 

 

５ 指定管理鳥獣捕獲等事業の目標 

実施区域名 指定管理鳥獣捕獲等事業の目標 

留萌・小平区域 ニホンジカ  ４０頭 

 

６ 指定管理鳥獣捕獲等事業の内容 

（１）捕獲等の方法 

 ① 使用する猟法と規模 

実施区域 使用する猟法 捕獲等の規模 

留萌・小平区域 わな猟（囲いわな、くくりわな） 
囲いわな  １基 

くくりわな 30 基程度 

 

 ②作業手順 

【事前調査の実施】 

 ・関係者への聞き取り及び現地調査を行い、生息状況や希少生物の有無等を確認する。 

【関係者との調整】 

 ・関係地方公共団体との協議や利害関係人からの意見聴取を行うとともに、捕獲に必

要な各種手続きを行う。関係機関（振興局、市町村、鳥獣保護監視員、土地所有者

等）からなる打合せ会議を設置し、情報共有及び調整を図る。 

【捕獲等の実施】 

 ・本計画に基づき、認定鳥獣捕獲等事業者等に事業を委託し、捕獲等を実施する。 

・スノーモービル等を用いたわなの点検及び管理を実施し、労力軽減効果の検証を行

うとともに、スノーモービル等による轍が、誘導路としての効果を有するか検証を

行う。 

・積雪状態や天候等、時期に応じて、囲いわなとくくりわなを使い分けることにより、

捕獲効率が上がるか検証を行う。 

・冬場にエゾシカが滞留していると想定される常緑針葉樹林内から囲いわなまで誘引

するため、誘引餌の効果的な配置方法の検証を行う。 

・囲いわなは、多雪強風地域であることを考慮した設計とする。 

・冬場にエゾシカが滞留していると想定される常緑針葉樹林内と冬場にシカが利用し

ている移動経路上を中心に、くくりわなを仕掛け、その捕獲効果の検証を行う。ま

た、くくりわなについては、捕獲状況や積雪等の状況により、設置箇所を変更しな

がら、効率的に捕獲可能な運用方法の検証を行う。 

【安全管理】 

 ・受託者が策定する安全管理規定の遵守について適切に監督するとともに、関係機関

等の連絡体制の構築及び地域住民等への周知を図りながら、安全管理の徹底に努め

る。また、捕獲したエゾシカにヒグマが誘引されないよう安全対策を講じる。 

【捕獲等をした個体の回収・処分方法】 

 ・捕獲した個体は原則全頭回収し、食肉及びペットフード等の有効活用を最大限図る

ものとし、それ以外の個体は適切に処分する。 



 

 

【錯誤捕獲への対応方針】 

 ・捕獲実施時にわな内に他の鳥獣がいないことを確認する、餌による誘引を行う場合

は、他の動物が誘引されないよう餌を検討するなど、錯誤捕獲の防止に努める。ま

た、錯誤捕獲された場合は、原則放獣する。 

【捕獲情報の収集・評価】 

 ・受託者から、捕獲日時、捕獲場所、捕獲数及び目撃数（雌雄別）、かかった人工数な

どの情報を収集し、専門家の意見を踏まえて事業評価を行う。 

 

７ 指定管理鳥獣捕獲等事業の実施体制 

実施主体 ：北海道 

実施方法 ：委託 

委託の範囲：指定管理鳥獣の捕獲 

委託先  ：認定鳥獣捕獲等事業者等 

実施に当たり関係する機関等： 

・環境省北海道地方環境事務所 

実施区域に係る希少種等の情報提供や捕獲事業における情報共有を図る 

・林野庁北海道森林管理局（留萌南部森林管理署） 

捕獲事業における情報共有を図る 

 ・小平町 

   地元関係機関、地権者等との調整や現地確認、手続き等に対する助言・協

力を行う 

 ・北海道立総合研究機構（エネルギー・環境・地質研究所及び林業試験場） 

捕獲方法や分析等の助言など効果的な事業実施に向けた連携を図る 

 

８ 住民の安全を確保し、又は指定区域の静穏を保持するために必要な事項 

（１） 住民の安全の確保のために必要な事項 

・チラシ等の配布や広報での周知、立ち入り禁止等の看板の設置、住民説明会、防災無

線等を適宜活用し、周辺住民や来訪者への事前周知を図る。 

 

（２） 指定区域の静穏の保持に必要な事項 

特になし 

 

９ その他指定管理鳥獣捕獲等事業を実施するために必要な事項 

（１） 事業において遵守しなければならない事項 

・捕獲実施場所における土地所有者等に対し事前に説明を行うとともに、占用許可等の

必要な手続きを行う。 

 



 

 

（２） 事業において配慮すべき事項 

・捕獲を実施する際は、他の野生動植物への配慮に努めるとともに、わな撤去後は跡地

を整理するなど原状回復を行う 

・捕獲された個体は、食肉やペットフードなどできる限り有効活用に努め、困難な場合

は、一般廃棄物として適正に処理する 

  

（３） 地域社会への配慮 

・事前に捕獲実施日を調整するなど配慮するとともに、事業実施の事前周知及び実施当

日の注意喚起など、事故のないよう最大限配慮する 
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